
後退道路整備制度のあらまし

制度の趣旨

わたしたちの身近にある道路は、たんに通行するという目的だけでなく、日照、通風、治
安などの生活環境の保全から、災害時の避難、緊急車両の乗り入れなどの防災の面にいたる
まで、わたしたちの日常生活の根幹を支える重要な役割を担っています。しかし、市内には
４メートルに満たない、いわゆる狭あい道路が数多く存在します。このような狭あい道路で
は、安全な通行や日照・通風などの生活環境に問題があるもの、消火活動・救急活動に支障
をきたすものなど、さまざまな問題を抱えています。
この「後退道路整備」とは、こうした問題を改善するため、所有者の申請にもとづき、建

築基準法（昭和２５年法律第２０１号）第４２条第２項による後退道路（いわゆるセット
バック）部分（下図参照）を１宅地分のみ市が無償で舗装等の整備を行い、交通の円滑化と
生活環境の向上を図ることを目的としています。なお、整備後の維持管理は所有者による自
主管理となります。
なお、後退道路部分を寄付していただける場合は、申請は不要（寄付の申請は別途必要）

となり、整備および維持管理は市が行います。詳細は担当にお問い合わせください。

整備の対象となる道路

建築基準法(昭和25年法律第201号)第42条第2項による後退道路部分

整備する工事の種類

整備する工事の種類は、①舗装工事、②排水施設工事、③砂利敷工事がありますが、申請
された方のご要望や現場調査の結果等をふまえ、市が選定させていただきます。

【建築基準法第42条第2項道路（いわゆる「2項道路」）とは？】

建物は原則として、その敷地が幅員４メートル以上の道路に接し
ていなければ建てられません。
しかし、幅員４メートル未満の狭あい道路であっても、都市計画

区域の指定がされた際、現に建物が立ち並んでいる道で特定行政庁
（市）が指定した道路に接する敷地については、建てることができ
ます。この道路を建築基準法で第４２条第２項道路といいます。
この道路に接して家を建てる場合、道路の中心線から２メートル

後退した線を道路の境界線とみなし、道路の内側には、建物や門、
塀などは原則つくれないことになっております。

後退道路部分



整備の相談及び申請手続きについて

1.申請できる方
後退した道路部分の所有者で、かつ後退した道路部分に面する家屋にお住まいの方

2.事前のご相談
整備をご希望される場合は、事前にご相談ください。整備をご希望される道路が整備の
対象となるかどうかなどについてお答えいたします。
現地調査が必要な場合は、後日現地を調査したうえで、対象の適否をご連絡いたします。

3.申請に必要な書類
申請に必要な書類は以下の通りです。（各1部提出）

①後退道路整備申請書(様式第3号) 

②私道の案内図

③公図の写し（取り扱い窓口：市役所課税課、1通：300円）

④土地の登記事項証明書（取り扱い窓口：法務局、 1通：600円）

上記のほか、その他市長が特に必要と認める書類が必要な場合があります。

4.申請時期
随時受付しております。

5.申請受付窓口
建設環境部道路管理課道路管理係

6.審査及び承認・不承認の通知
申請書が提出されますと、道路管理課で現地調査を行い審査します。
その結果を「私道整備承認・不承認決定通知書」で申請された方に通知いたします。

7.工事の施工
詳細な工事のスケジュールが決まりましたら、近隣住民の皆様にチラシ等でお知らせし

たうえで、工事を行います。

整備された私道の維持管理
後退した道路部分の維持管理については、所有者が行うことになります。なお、５年以上

経過し、補修等が必要なときは再申請することができます。

問い合わせ先
私道整備に関する要望・相談等につきましては、道路管理課道路管理係へお問い合わせく
ださい。

国分寺市役所 建設環境部 道路管理課 道路管理係

〒185-8501東京都国分寺市泉町二丁目２番地18号

℡. 042-312-8674 FAX. 042-325-1380

e-mail：dourokanri@city.kokubunji.tokyo.jp


